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Radioimmunoassay法による各種蠕虫疾患及び消化器

疾患患者血清中のＡＭｚγ/Ｓｓ肌川proteinの測定

田中孝

(昭和56年４月24日受領）
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inflammatoryboweldisease

成虫，DiPMJo6orﾉｶｧ/"ﾉ〃ｍｒ""z成虫，Ｄ秒/MJo6oZﾉﾉ‐

γ伽ｚｅγi"acei成虫，Ｔａｃ"/αｓａｇｉ"αzα成虫，Ｄ物"‐

α、"ｚｃα"伽,,z成虫,ＥＣＡ伽cocc"s,"z`〃oc"ｍ７ｉｓ成虫

これらの虫体より辻（1975）の方法に準じて以下の如

く蠕虫抗原を調整した．豚，人，馬及び犬蛆虫はそれぞ

れの体腔液を濾過後3,000rpm,１０分間遠沈しその上澄を

直接凍結乾燥したものを抗原として用いた．その他の蠕

虫はすべて全虫体のｏ､1％食塩水抽出後を凍結乾燥し，

その重量を測定し抗原として用いた．

試薬：SephadexG-50，SephadexG-200，Blue

dextran（PharmaciaCo.）Bovineserumalbumin

(BSA)，Lactoperoxidase（SigmaCo.）Cytochrome

C，ChymotrypsinogenA，Albumin（Boehringer

MannheimCo.）ＥＤＴＡ（片山化学）’/15Mphosphate

buffersalinepH7､４（PBS）（三光純薬）Sheepan‐

tirabbitgammaglobulinserum（三井製薬）

２）Ａｓｐの精製

土肥（1977）の方法に準じて精製を行った．ASCαγ/s

s2`",〃体腔液を濾過後３，０００rpm，１０分間遠沈しさらにそ

の上澄を凍結乾燥したものをSephadexG-200で溶出し

た．外溶出分画中の蛋白量をＯＤ２８０ｎｍで比色しそ

の第２分画を集め凍結乾燥後Ａｓｐとして用いた．

３）ＡｓｐのＲＩＡ法（Fig.１）

著者ら（1978）が既に報告したようにＡｓｐを家兎に

免疫して抗血清を，またlactoperoxidase法（Miyachi

eZaZ、1972,1977；ＮａｔｏｅＺａＬ１９７６）によって1251‐

Ａｓｐを作りＡｓｐに特異的なＲＩＡ法を開発した．

0.5～500,9の標準Ａｓｐあるいは検体，最終希釈１：

２５，０００の抗血清，約10,000cpmの125I-Asp及び最終濃

度０．０１ＭのＥＤＴＡをガラス試験管(7.5×90ｍｍ)に加

緒言

近年寄生虫学領域においても免疫血清学的手法が検討

され，広く診断法として用いられるようになってきた

(ＣａｐｒｏｎｃＺａＪ．1964,1965)．著者の教室においても主

としてOuchterlony法，免疫電気泳動法を用いて患者

の診断を行っているが（辻1968,1976,1979ａ)，これ

らの方法は患者血清中に存在する抗体を沈降線として検

出するものであり，蛆虫症の如くいわゆる管腔寄生の蠕

虫症はその抗体価が低くその判定は困難である．そこで

著者は内分泌学の分野で血中微量ホルモン測定に使用さ

れているRadioimmunoassay（ＲＩＡ）法を寄生虫学の

分野に応用し，ＡＳＣαγils""mprotein（Asp)測定法と

してのＲＩＡを確立し各種蠕虫疾患，消化器疾患患者血

清Ａｓｐ値の測定を試みた．また同時にこのＲＩＡ系を

用いてＡｓｐ抗体の各種蠕虫抗原に対する交叉反応性を

検討するとともに蠕虫疾患患者血清Ａｓｐ値との比較を

行った．

材料及び方法

１）試料及び試薬

使用した蠕虫抗原及び試薬は以下の如くである．

蠕虫抗原：ＡＳｃａａ７ｚｓｓ""，'z成虫,ＡｓｃａｒｉＳ〃"116,ﾌﾟcoi‐

`Ｃｓ成虫，Ｈzγａｓｃａγｚｓｅ９"ｏｒ"'〃成虫，Ｔｏｚｏｃａ７ａｃα‐

"ｉｓ成虫，Ａ"isαたｉＳ幼虫，Ｄ/γq/プルγｉａｉ"21'ｚｉＺｉｓ成虫，

Ａ"gioSZγo"gyZ"Ｓｃα"Zo"e"sｉｓ成虫，Ｓｔ,-o,zgyJoiaeS

SZeγＣＯγα"ｓ成虫，FYscAoecJeri"ｓｅＺｏ"gａｍｓ成虫，Ｒ沙

scioZα/i⑫aZicα成虫，Ｓｃ/iiSZosoﾉﾉzαノ”o,zic"''2成虫，

αo"o7C/ｉｉＳＳ/"e"ＳｉＳ成虫，〃γαgo"i''2"sZueSZCγ,"α"ｉ
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影響を測定し希釈曲線を作成した．

４）ＡｓｐのSephadexG-50による分析

1251-ＡｓｐをSephadexG-50superfine（１×90ｃｍ）

でＰＢＳを用いて1.6ｍl/分画ごとに溶出し各分画の放射

活性をgammaspectrometerで測定した．またＡｓｐ

の分子量を求めるためBluedextran,Albumin（Alb，

ＭＷ：67,000)，ChymotrypsinogenA（ＣｈｙｍｏＡ，

ＭＷ：２５，０００)，CytochromeC（Cyto・ＯＭＷ：

12,500）を同一のｇｅｌで溶出しＯＤ２８０ｎｍで各分画

を比色しその蛋白ピークを求めた．

５）対象

上述のＲＩＡ法を用いて健常人34例，各種蠕虫罹患者

83例，各種消化器疾患患者224例の血清Ａｓｐ値を測定し

た．血清は採血後-20Ｃに保存したものを用いた．蠕虫

疾患の診断は虫体及び虫卵の確認を原則としたが，形態

学的証明の困難な一部症例については血清学的検査及び

臨床経過により診断を行った．また消化器疾患の診断は

Ｘ線造影と内視鏡により，一部症例では組織学的診断を

併用した．

１００ノuｌ
Ｏｏｒ２００

OｏｒｌＯＯｏｒ２００

２００

２００

ｉｎａｔｏｔａｌｖｏｌｕｍｅ

ｏｆｌ,０００

０．１MEDTA

Standards

Samples

Anti-Asｃａｒｚｓｓｅｒｕｍ

(Finaldilution×２５，０００）

1251-ASCαγisProtein

PBScontainin９０．１％
normalrabbitserum

４Ｃ，16-24hoursincubation

２ndantibody200,/'１
２，５００ｒｐｍ，１５mincentrifugation

Countingtheprecipitates

Fi９．１ＡｐｒｏｃｅｄｕｒｅｏｆＲＩＡｆｏｒＡｓｐ．

え総量が１ｍｌになるように0.1％normalrabbitse‐

rumを含むＰＢＳで調整した後十分混和した．１６～２０

時間４Ｃで反応させた後最終希釈１：５０のSheepan‐

tirabbitgammaglobulinserumを加えさらに24時間反

応させた．反応終了後2,500rpm,１５分間遠沈しその上燈

を吸引して沈澱中の放射活性即ち抗体に結合した’251‐

AspをWelltypegammaspectrometerで測定した．

縦軸にＢＮＳ/Bo-NS（Ｂ：Boundradioactivity，

ＮＳ：Ｎｏｎspecificallyboundradioactivity，Ｂｏ：ｒａ‐

dioactivityatzeropoint）値をpercentageで，横

軸にＡｓｐ値を対数で示し標準曲線を作成し，検体中の

未知Ａｓｐ量を求めた．一方Ａｓｐ抗体の各蠕虫抗原に

対する交叉反応性を検討するため，各蠕虫抗原希釈液を

ＡｓｐのＲＩＡ系に加え’251-Ａｓｐと抗体の結合に及ぼす

成績

１）ＡｓｐのSephadexG-50による分析

SephadexG-50superfineからのl251-Aspの溶出パ

ターンをＦｉｇ．２に示した．２つの放射活性ピークが認

められ第一のピークが’251-Asp，第２のピークがｆｒｅｅ

の１２５１と考えられた．Ｆｉｇ．２右上段に各標準蛋白の

分子量を対数で横軸に，Ｋａｖを縦軸に表示し標準曲

線を作成した所，Ａｓｐの分子量は約15,000と計算され

た‘
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Fig、２E1utionpatternof1251-AspinSephadexG-50superfineand

calibrationcurveofSephadexG-50．
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Fig.３ThestandardcurveofAsp（●－●）andthedilutioncurvesof

NematodaａｎｔｉｇｅｎｓｉｎＲＩＡｆｏｒＡｓｐ；ｔｈｅｂｏｄｙＨｕｉｄｏｆＡｓｃａ７７ｓｓ"""Ｌ

(○一○)，ｔｈｅｂｏｄｙＨｕｉｄｏｆＡｓｃａ７ｉｓ〃"z６ｒｉＭａｅｓ（▲－▲)，ｔｈｅｂｏｄｙ

８ｕｉｄｏｆＲｚｒａｓｃａ７ｚｓｅ９"oγ"，〃（■－■)，ｔｈｅｂｏｄｙＨｕｉｄｏｆＴｏ工ocαγαｃα"ｉｓ

(◆－◆)，Anisakislarvae（ローロ)，Ｄ/Zq/7Jαγ/αZr"!"ziZis（◇－◇)，

A"g/osr7o"gy〃Ｓｃα"Zo"e"s/ｓ（△－△）ａｎｄＳＺγo"gyZo/cJessZercoγαJｉｓ
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Fig4ThestandardcurveofAsp（●－●）andthedilutioncurvesof

TrematodａａｎｔｉｇｅｎｓｉｎＲＩＡｆｏｒＡｓｐ；Fiscﾉioeaeγ/"ｓｅ/o"grJZ"ｓ（■－■)，

F1aSCicoルハePaZica（◆－◆)，ルァαgo"i"z"SzUesZermα"ｉ（▲－▲)，Ｓｃﾊi‐

sroso,"αＪ”o"/c…（ロー□）ａｎｄｄｏ"orc肺ｓｉ"e"s7ｓ（△－△)．

原の希釈曲線準曲線と比較するとゆるやかであり，２）各種蠕虫抗原の希釈曲線準曲線と比較するとゆるやかであり，その50％結合阻害

Figs、３～５にそれぞれ線虫類，吸虫類，条虫類に属値は21,9及び780,9であった．広東住血線虫，犬糸状

する蠕虫抗原の希釈曲線を描きＡｓｐの標準曲線と比較虫の希釈曲線は馬及び犬蛆虫の希釈曲線と同程度の傾き

検討した．をもち，その50％結合阻害値はそれぞれ37鳩及び１ｍｇ

豚及び人蛆虫の体腔液抗原の希釈曲線はほとんど一致以上であった．糞線虫については今回使用した抗原量の

しＡｓｐの標準曲線と平行`性が認められた．Ａｓｐの1251‐ 範囲では平行性は認められなかった．

Ａｓｐと抗体に対する50％結合阻害値は13,9であり，豚吸虫類では，日本住血吸虫，肝吸虫，長形双口吸虫の

及び人蛆虫体腔液抗原の50％結合阻害値は22,9であつ希釈曲線にＡｓｐの標準曲線と平行性が認められ，その

たアニサキスの希釈曲線はＡｓｐの標準曲線と平行性125I-Aspと抗体に対する50％結合阻害値はそれぞれ130

が認められたが，その50％結合阻害値は112〃ｇと高値がβ9,300β9,490’９とすべて高値を示した．肝蛭及びウ

得られた．馬及び犬姻虫の希釈曲線の傾きはＡｓｐの標エステルマン肺吸虫に関しては用いた抗原量（最高1０

（６７）
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Fig5ThestandardcurveofAsp（●－●）andthedilutioncurvesof

CestoideaantigensinRIAforAsp；Ｅ"chi"ococc"Ｓｍ"ZZi,zoc"ルァノs（■－■)，

Ｄ秒/MZo6oZ脈""ｚｅγ/"αcei（▲－▲)，DjWMZo6oZ/ｉＷｍＪａＺ…（◆－◆)，

TtJe"ｉａｓａｇｉ"αZａ（□－口）ａｎｄＤ柳川加,〃ｃα"i"""Z（△－△)．TcJc"ｉａｓａｇｉ"αZａ（□－口）ａｎｄＤＺ

ｍｇ/tube）が不十分であるためその平行性の検討は不可

能であったが，５０％結合阻害値はいずれも１ｍｇ以上と

推定された．

条虫類では，無釣条虫，爪実条虫の希釈曲線にＡｓｐ

の標準曲線と平行性が認められ，その’251-Ａｓｐと抗体

に対する50％結合阻害値はそれぞれ440肥及び760βｇで

あった、しかしマンソン裂頭条虫，広節裂頭条虫，エキ

ノコッカスの希釈曲線にはＡｓｐの標準曲線に対する平

行性は認められなかった．

３）各種蠕虫疾患患者の血清Ａｓｐ値

Ｔａｂｌｅｌに各蠕虫疾患患者血清Ａｓｐ値の平均値，ＳＤ

値，Rangeを表わし，検体数が４例を越えるものにつ

き正常人との有意差検定を行った．人蛆虫症，アニサキ

ス症，日本住血吸虫症についてそれぞれｐ＜0.01,0.05,

0.05の有意の高Ａｓｐ値が認められた．また有意差は認

められなかったが犬または猫蛆虫症，肝吸虫症，広節裂

頭条虫症の一部症例の血清に高Ａｓｐ値が得られた．

４）各種消化器疾患患者の血清Ａｓｐ値

Ｔａｂｌｅ２の如く，潰瘍性大腸炎，クローン病にのみそ

れぞれｐ＜０．００１，０．０５の有意の高Ａｓｐ値が認められ

TablelAspconcentrationsinserafrom

patientswithhelminthiasis

Diseases Ｎ、Ｍ、ＳＤＲａｅｇｅｐ．

Control

Ascariasis

Toxocariasis

Anisakiasis

Filariasis

Angiostrongylosis

Fascioliasis

Clonorchiasis

Schistisomiasis

Japonlca

Paragonimiasis

Taeniasissaginata

Diphyllobothriasis

Echinococcosis

3４５．８

１６６４．９

４＊７８．４

１５７５．２

３２２．０

１１５．０

８１２．０

５２３．８

１３１４．３

１０７．４

３５．７

３４６．０

２１９．５

４．５

７５．３

６２．１

１０８．３

８．５

ND-16

11-280

13-170

11-450

15-34

Table2Aspconcentrationsinserafrom

patientswithgastro-intestidaldiseases
０．０１

ＮＳ

０．０５ Diseases Ｎ、Ｍ、ＳＤＲａｎｇｅｐ．

Control３４

Ulcerativecolitisl41

Crohn,sdisease l5

Esophagealcancer6

Erosivegastritis ４

Ｃｈｒ・atr，gastritisll

Gastriculcer l4

Gastriｃｃａｎｃｅｒ ２１

Duodenalulcer ７

Coloncancer ５

５．８

２４．８

１９．８

３．８

９．１

７．１

７．０

５．４

６．５

２．２

４．５

２９．３

２０．０

４．３

６．２

５．６

６．８

６．５

６．４

４．１

１
５

０
０
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

０
０
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ

０

６
０
５
０
８
６
０
８
９
９

１
９
７
１
１
１
２
１
１

１
』
』
一
■
』
・
・
。
。
。

，
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ

Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ

1３．４

３０．３

１２．３

９．９

７．３

２２．８

８．５

ＮＤ－２４

９－９０

ＮＤ－３０

ＮＤ－３０

ＮＤ－１６

２７－７８

１１－２８

５

Ｓ
Ｓ
０
Ｓ

Ｎ
Ｎ
０
Ｎ

Ｎ：numberofcases，Ｍ：ｍｅａｎｖａｌｕｅｏｆＡｓｐ，

ＳＤ：standarddeviation（ng/ｍｌ)，ｐ：probabili‐

ty，ＮＳ：notsignificantN(4*）includes2cases
oftoxo，ｃａｉｎｉｓａｎｄ２ｃａｓｅｓｏｆｔｏｘｏ，cati．

Ｎ：numberofcases，Ｍ：ｍｅａｎｖａｌｕｅｏｆＡｓｐ，

ＳＤ：standarddeviation（ng/ｍｌ)，ｐ：probabili‐

ｔｙ，ＮＳ：ｎｏｔsignificant

（６８）
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たが，その他７種の消化器疾患患者血清Ａｓｐ値は正常

人平均十２ＳＤ値以内にほとんど含まれた．

５）患者血清希釈曲線

Figs、６，７にそれぞれ蠕虫疾患，消化器疾患患者中

高Ａｓｐ値を示した血清の希釈曲線を示しＡｓｐの標準

Dilution

l/6４１/1６１/４１

曲線と比較検討した．

犬蛆虫症，アニサキス症，肝吸虫症の患者血清希釈曲

線はすべてＡｓｐの標準曲線と平行関係が認められ，こ

れらの血清中に何らかのＡｓｐ共通抗原物質の存在が示

唆された．しかし広節裂頭条虫症患者の血清希釈曲線は

Ａｓｐの標準曲線と比較すると平行性が失なわれていた．

潰瘍性大腸炎，クローン病の患者血清希釈曲線はＡｓｐ

の標準曲線と平行性が認められ，これらの患者血清中に

も何らかのＡｓｐと共通抗原性を示す物質が存在してい

ることが示唆された．

考察

Ａｓｐは線虫類の代表的抗原の一つであるASCαﾉﾌﾞｓ

ｓ１ａ"〃の体腔液をゲル濾過によって精製したものである

が，これまでの分析（田中ら，1978）によって分子量数

万で蛋白を主成分としていることが判明している．今回

SephadexG-50を用いて'251-Ａｓｐを溶出した所，分子

量が約15,000のＫａｖを示す分画にその放射活性ピーク

が認められた．

ＡｓｐのＲＩＡ系を用いてＡｓｐ抗体の各種蠕虫抗原に

対する交叉反応性を検討した．豚蛆虫体腔液抗原の希釈

曲線はＡｓｐの標準曲線に対して平行性を示し，その

'251-Ａｓｐと抗体に対する50％結合阻害値からゲル濾過に

よってＡｓｐは約２倍豚蛆虫体腔液抗原から精製された

と考えられた．一方人蛆虫体腔液抗原の希釈曲線は豚蛆

虫体腔液抗原の希釈曲線とほとんど一致し，人蛆虫にも

Ａｓｐ共通抗原物質が豚蛆虫のＡｓｐとほぼ同様の濃度で

含まれていることが示唆された．馬及び犬蛆虫の体腔液

抗原の希釈曲線の傾きはＡｓｐの標準曲線と比較すると

ややゆるやかであったが,その'25I-Aspと抗体に対する

50％結合阻害値はいずれも低値であり，Ａｓｐと何らか

の類似抗原性を示す物質がこれらの虫体内に高濃度に含

まれていることが推定された．辻（1975）は各種蠕虫抗

原と感作家兎血清間に出現する免疫電気泳動像を吸収試

験によって比較検討しそれぞれの抗原の特異沈降帯を決

定しているが，土肥ら（1973）は豚蛆虫の特異沈降帯を

示す抗原はSephadexG-100の第１分画に溶出される

高分子であることを報告している．したがって分子量

15,000のＡｓｐはこの豚蛆虫の特異沈降帯を示す抗原と

は異なる物質であると考えられた．しかしＡｓｐ共通抗

原物質あるいは類似抗原物質がＡｓｃａｒ/s属の虫体に高濃

度に含まれていることが本実験成績から明らかになり，

ＡｓｐがＡｓｃａｒＬｓ属に共通な抗原物質の一つであること

が推定された．
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の患者血清中に確かにＡｓｐ共通抗原物質が存在してい

ることが確認された．

吸虫症では，日本住血吸虫症に有意の高Ａｓｐ値が認

められたが，本疾患では成虫が門脈など血管内に生存し

ているために多量の抗原が血中に存在しそのＡｓｐ共通

抗原物質を患者血清中に検出しているものと考えられ

たまた肝吸虫症の患者でも－部症例に高Ａｓｐ値が認

められたが，この高Ａｓｐ値を示す血清の希釈曲線を作

成した所，Ａｓｐの標準曲線と平行性が認められ，本疾

患においても何らかのＡｓｐ共通抗原物質が血清中に存

在していることが示された．

一方条虫症では広節裂頭条虫症の３例中全例に高Ａｓｐ

値が観察されたが，血清希釈曲線は虫体抗原の希釈曲線

と同様にＡｓｐの標準曲線に対して平行性が失なわれて

おり，この患者血清中のＡｓｐのＲＩＡ系に影響を与え

る物質が明らかなＡｓｐ共通抗原物質であるとは考えに

くい．この物質のＡｓｐとの生化学的相異，血清出現の

機序に関しては今後の検討が必要と思われる.

蠕虫症以外の各種消化器疾患中，潰瘍性大腸炎とクロ

ーン病の患者血清中には寄生線虫抗原との間に反応を示

す抗体が存在することをTsujiandYokogawa（1974）

及び辻・木村（1979ｂ）が報告しているが，今回の成績

でもこれら疾患の患者血清中には有意の高Ａｓｐ値が認

められた．またこれらの患者血清の希釈曲線はＡｓｐの

標準曲線と平行性が認められ，血清中にも何らかのＡｓｐ

共通抗原物質が存在していることが示唆された．著者ら

(1978)及び辻・木村（1979ｂ）は既に潰瘍性大腸炎患者

62例中25例（40％）に正常人平均＋２ＳＤ以上の高Ａｓｐ

が血清中に認められることを報告しているが，今回の成

績も同様に計算すると141例中69例（49％）に高Ａｓｐ値

が認められた．潰瘍性大腸炎とクローン病は共に原因不

明の非特異的炎症性腸疾患と称せられ，その病因につい

ていろいろ検索されているが，現在大腸内大腸菌を病因

の－つとする自己免疫疾患説が主流となっている（Sho‐

ｒｔｅｒｃＺａＪ、1969,1970,1971；ＳｔｏｂｂｅＺａＬ１９７６)．

著者らはラット大腸粘膜内にＡｓｐと共通抗原性を示す

物質が存在することを報告（田中ら，1981）したが，こ

れらの疾患ではこの物質が炎症の激しい腸粘膜より血中

へ遊出するので，これをＡｓｐ値として検出しているの

ではないかと推論している．したがってこのような炎症

性腸疾患の病因として蠕虫抗原あるいはその類似抗原が

関与している可能性も考えられ，その機序については今

後検討してゆく予定である．

アニサキスの希釈曲線はＡｓｐの標準曲線に対して平

行性が認められたが，その50％結合阻害値は大きくＡｓｐ

共通抗原物質はASCα痂属と比較すると低濃度しか含ま

れていないと考えられた．広東住血線虫，犬糸状虫の希

釈曲線も馬及び犬姻虫とほぼ同様な傾きを示し，その５０

％結合阻害値は高値であった．線虫類の中で糞線虫には

Ａｓｐに対する共通抗原性は認められなかった．

Ａｓｐと共通抗原`性を示す物質は線虫類のみでなく一

部の吸虫類及び条虫類にも含まれていた．日本住血吸

虫，肝吸虫，長形双口吸虫，無釣条虫，爪実条虫の希釈

曲線はＡｓｐの標準曲線と平行性が認められたが，その

50％結合阻害値はすべて100肥以上であり，ＡＳＰ共通

抗原物質が極めて低濃度で各虫体内に存在していること

が推定された．その他の吸虫類，条虫類の各抗原に関し

ては使用した抗原量の範囲内ではＡｓｐとの共通抗原性

は認められなかった．以上の如くＡｓｐとの共通抗原性

は豚姻虫を中心として考えた場合，分類学上の近縁関係

にほぼ平行し，豚蛆虫の近縁種ほどその共通性は強い傾

向が認められた．

蛆虫症の血清Ａｓｐ値を測定したが，人蛆虫症では健

常人と比較すると有意の高Ａｓｐ値が認められた．犬ま

たは猫姻虫症では有意差は認められなかったが，その４

例中３例は正常人平均＋２ＳＤ値以上の高Ａｓｐ値を示

し今後症例を増すことによって有意差が出現することが

推定された．人蛆虫症は管腔寄生であるためにこれまで

の方法による血清学的診断は困難であったが(辻，1976,

1979ａ），ＡｓｐのＲＩＡ法によって血清学的に人蛆虫感

染者を診断できる可能性が示唆された．一方犬または猫

蛆虫が人体寄生した場合には幼虫として実質臓器内に存

在するため，虫体及び虫卵の確認による診断は極めて困

難である（武田ら，１９７５；辻，1977）したがって免疫

電気泳動法等によって患者血清中の特異抗体出現を確認

すると共に，ＲＩＡ法を用いて血清Ａｓｐ値を測定するこ

とによってその診断がより確実に行なわれるようになる

ことが示唆された．

アニサキス症の血清中にも有意の高Ａｓｐ値が認めら

れた．本症の患者血清はアニサキス幼虫が胃粘膜に迷入

した時期に採血したものであり，この時期には多量の虫

体抗原が患者血清中に含まれていることが推定される.

したがってアニサキス幼虫体内のＡｓｐ共通抗原物質が

低濃度であっても患者血清中に高Ａｓｐ値が認められる

のではないかと考えられた．犬烟虫症，アニサキス症の

中で最も高いＡｓｐ値を示す患者血清の希釈曲線を作成

したが，Ａｓｐの標準曲線と平行性が認められ，これら

(７０）
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結

壼咀

今回ＡｓｃａｒｉＳｓｚ`""zprotein（Asp）のRadioimmu‐

noassay法を確立し，この系を用いてＡＳＰ抗体の各種

蠕虫抗原に対する交叉反応性を検討すると共に，各種蠕

虫疾患及び消化器疾患患者血清Ａｓｐ値を測定した．

（１）人蛆虫体腔液には豚１Mm虫と同程度の濃度でＡｓｐ

と共通抗原性を示す物質が含まれていた．アニサキス幼

虫内にも低濃度ながらＡｓｐと共通抗原性を示す物質が

含まれていた．一方馬及び犬蛆虫体腔液にはＡｓｐと何

らかの類似抗原性を示す物質が高濃度で存在しており，

また広東住血線虫，犬糸状虫にも低濃度ではあるが存在

していた．線虫抗原の内，糞線虫のみはＡｓｐとの共通

抗原性はほとんど認められなかった．一方吸虫類，条虫

類の一部にもＡｓｐと共通抗原性を示す物質の存在が示

唆されたが，すべて低濃度であった３

（２）各種蠕虫疾患患者の血清Ａｓｐ値を測定した所，

人蛆虫症，アニサキス症，日本住血吸虫症に健常人と比

較して有意の高Ａｓｐ値が認められた．症例数が少ない

ため有意差は認められなかったが，犬または猫蛆虫症，

肝吸虫症,広節裂頭条虫症の一部症例にも高Ａｓｐ値が認

められた．したがってＡｓｐのＲＩＡ法をこれまでの免

疫血清学的方法と組み合わすことにより蠕虫疾患特に蛆

虫属の疾`患がより確実に診断される可能性が示唆され

た．

（３）各種消化器疾患患者血清Ａｓｐ値を測定したが，

潰瘍性大腸炎とクローン病にのみ有意の高Ａｓｐ値が観

察され，これらの疾患とＡｓｐとの間に何らかの関係が

あることが示唆された．

稿を終えるにあたり，御指導，御校閲を賜りました辻

守康教授に深甚なる謝意を表します．また終始温かい御

指導，御鞭燵をいただきました本学第一内科三好秋馬教

授，第三内科宮地幸隆助教授及び岩永襄講師はじめ御

協力下さいました寄生虫学教室員各位に深謝致します．

なお本論文の要旨の一部は第35回日本寄生虫学会西日

本大会，第49回及び50回日本寄生虫学会総会において報

告した．
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I Abstract j

THE MEASUREMENT OF ASCARIS SUUM PROTEIN IN SERA FROM

PATIENTS WITH HELMINTHIASIS AND GASTRO-INTESTINAL

DISEASES BY A SPECIFIC RADIOIMMUNOASSAY

Ko TANAKA

(Department of Parasitology, Hiroshima University School of Medicine)

In this study, the serum concentrations of Ascaris suum protein (Asp) from patients

with helminthiasis and gastro-intestinal diseases were measured by a reliable and sensitive

radioimmunoassay (RIA). The cross-reactivity of Asp antibody with other helminth antigens

was also measured by the RIA method.

1) Asp like antigenic substance was present in the body fluid of Ascaris liimbricoides

in a high concentration. The body fluid of Parascaris equorum and Toxocara canis also con

tained high concentrations of Asp like antigenic substance. A low concentration of Asp

like antigenic substance was observed in other helminths (Anisakis larvae, Angiostrongylus

cantonefisis, Dirofilaria immitis, Schistosoma japonicum, Clonorchis sine?isis, Fischoederius

elongatus, Taenia saginata, Dipylidiuni caninum).

2) Distinctly high concentrations of Asp were observed in sera from patients with

ascariasis (p>0.01). anisakiasis (p>0.05) and schistosomiasis japonica (p>0.05), compared to

that in sera from healthy subjects. High levels of Asp were also found in some patients

with toxocariasis, clonorchiasis and diphyllobothriasis. From these findings, it was suggested

that RIA for Asp provided a new serological method as screening patients with helminthiasis.

3) Distinctly high concentrations of Asp were observed in sera from patients with

ulcerative colitis (p>0.001) and Crohn's disease (p>0.05), and this finding may suggest the

close relationship between Asp and inflammatory bowel diseases.




